
1

a, bを実数，iを虚数単位とする 3次方程式 x3 − x2 − 3
4
x + a = 0が x = 2と

x = b+ iを解にもつとき，a = イ ，b = ウ である．
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【答】
イ

− 5
2

ウ

− 1
2

【解答】

x3 − x2 − 3
4
x+ a = 0 …… 1⃝

x = 2は 1⃝の解であるから

23 − 22 − 3
4

· 2 + a = 0

∴ a = − 5
2

……（答）

このとき， 1⃝は

x3 − x2 − 3
4
x− 5

2
= 0

(x− 2)
(
x2 + x+ 5

4

)
= 0

∴ x = 2, − 1
2

± i

b+ iは x2 + x+ 5
4

= 0の解であり，bは実数であるから

b = − 1
2

……（答）

• 解と係数の関係を用いてもよい．
1⃝ は実数を係数とする 3 次方程式であり，x = b + i (b は実数) が解であるとき，

x = b− iも解である．x = 2が解であることもあわせると{
2 + (b+ i) + (b− i) = 1

2(b+ i)(b− i) = −a
⇐⇒

{
2b = −1

a = −2(b2 + 1)

∴ b = − 1
2
, a = − 5

2


